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まちの人口

平成16年10月1日現在

人　口　9,510人
　男　　4,551人
　女　　4,959人
世帯数　3,742戸

人　口　9,449人
　男　　4,423人
　女　　5,026人
世帯数　3,943戸

愛 南 町

人　口　28,775人

　男　　13,553人

　女　　15,222人

世帯数   11,312戸

人　口　4,331人
　男　　2,020人
　女　　2,311人
世帯数　1,500戸

人　口　3,143人
　男　　1,493人
　女　　1,650人
世帯数　1,307戸

人　口　2,342人
　男　　1,066人
　女　　1,276人
世帯数　  820戸
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○
お
父
さ
ん　

濱
田　

隆
之
さ
ん

○
お
母
さ
ん　

〃　

さ
お
り
さ
ん

（
御
荘
平
城
）

（ご両親の想い）

　妊娠中は辛い事が多かったので、その分、赤ちゃん
を抱いた時はとても感動しました。明るく優しい子に
育ってほしいです。

10
月
２
日
誕
生

愛南町の産声とともに……

お め で と う
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10
月
１
日
、
午
前
８
時
よ
り

行
わ
れ
た
開
庁
式
に
お
い
て
、

中
田
廣
愛
南
町
長
職
務
執
行
者

が
、

『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実

り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
南
宇

和
郡
民
の
夢
も
大
き
く
実
り
、

本
日
「
愛
南
町
」
と
し
て
、
い

よ
い
よ
歴
史
的
な
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
方
々
を
代
表
し
て
、

あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
、
大
変
感
激
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

思
え
ば
約
３
年
前
、「
南
郡

は
ひ
と
つ
」
の
合
い
言
葉
の
も

と
に
、
県
下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
法
定
協
議
会
を
設
置
し
、
県

内
外
の
注
目
を
集
め
な
が
ら
、

着
実
に
各
種
協
議
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
同
期
あ
る
い
は
後

発
組
で
あ
り
ま
し
た
「
四
国
中

央
市
」
や
「
西
予
市
」
ま
た
「
久

万
高
原
町
」、「
東
温
市
」
等
は
、

一
足
早
く
合
併
を
実
現
し
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、

あ
え
て
事
務
調
整
等
々
に
時
間

を
か
け
、
満
を
持
し
て
本
日
を

迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
的
な
合
併
の
実
現

に
至
る
ま
で
に
、
格
別
な
ご
支
援

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各

位
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
致

し
ま
す
と
と
も
に
、
常
に
温
か
い

ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て

の
住
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
皆
様
方
に
は
、

早
朝
よ
り
こ
う
し
て
お
集
ま
り

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
旧

町
村
役
場
か
ら
来
ら
れ
た
方
々

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で

城
辺
町
役
場
に
勤
務
さ
れ
て
い

た
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

日
よ
り
こ
こ
は
「
愛
南
町
役
場
本

庁
」
に
変
わ
り
、
そ
れ
こ
そ
気
分

も
新
た
に
出
勤
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

今
日
か
ら
、
新
町
愛
南
町
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
訳
で
あ
り

ま
す
が
、
合
併
に
よ
り
行
財
政

の
効
率
と
足
腰
の
強
い
自
治
体

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
南
宇
和
郡
は
特
に
人

情
の
厚
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私

は
、「
人
情
・
優
し
さ
・
思
い
や
り
」

の
溢
れ
た
町
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
職

員
の
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
く

愛
南
町
と
し
て
の
一
体
性
・
安

定
性
の
確
保
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
、
町
民

の
奉
仕
者
と
し
て
の
使
命
感
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、「
主
役
は
住
民
」
と
い
う
認

識
の
も
と
に
愛
南
町
の
将
来
に

大
き
な
理
想
と
夢
を
描
き
、
常

に
考
え
、
改
革
の
心
を
養
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
真
に
町
民
の

ご
理
解
と
協
力
の
得
ら
れ
る
職

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
方
と
心
を
一
つ
に
、

「
愛
南
町
」
の
歩
む
べ
き
道
筋

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、「
合
併
し

て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
全
員
で
努

力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
致
し

ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。』
と
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

人
情
・
優
し
さ

　

思
い
や
り
に
溢
れ
た

　
　

町
を
目
指
し
て
…
…

愛
南
町
長
職
務
執
行
者

　
　
　

中　

田　
　
　

廣　

主役は住民
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ふ
り
が
な

氏　
　

名

当
選
回
数

現
住
所

役
職
名

中な
か　

野の　

光み
つ　

博ひ
ろ

１

樽　
　

見

文　
　

教

池い
け　

田だ　

多た　

美み

１

久　
　

家

文　
　

教

濱は
ま　

本も
と　

元も
と　

通み
ち

１

樽　
　

見

総
務
（
副
委
員
長
）

清し　

水み
ず　

雅ま
さ　

文ふ
み

１

越　
　

田

産
業
建
設

赤あ
か　

松ま
つ　
　
　

旭
あ
き
ら

１

中　
　

川

産
業
建
設

尾お　

﨑ざ
き　

熊く
ま　

一い
ち

１

御
荘
菊
川

厚　
　

生

二に
の　

宮み
や　

敬け
い　

典す
け

１

久　
　

良

総　
　

務

山や
ま　

下し
た　

正ま
さ　

敏と
し

１

中　
　

浦

産
業
建
設

桝ま
す　

田だ　

道み
ち　

敏と
し

１

城　
辺　
甲

文　
　

教

都つ　

築づ
き　

仁ひ
と　

武む

１

御
荘
平
城

産
業
建
設

新に
っ　

田た　

房ふ
さ　

男お

１

御
荘
平
城

文　
　

教

高た
か　

平ひ
ら　

龍た
つ　

宣の
ぶ

１

城　
辺　
甲

厚
生
（
副
委
員
長
）

澤さ
わ　

本も
と　
　
　

誠
ま
こ
と

１

緑　
　

乙

総　
　

務

宮み
や　

下し
た　

一い
ち　

郎ろ
う

２

平　
　

碆

文　
　

教

土ど　

居い　

三み
つ　

夫お

２

家　
　

串

産
業
建
設
（
副
委
員
長
）

内う
ち　

倉く
ら　

長
ち
ょ
う　

藏ぞ
う

２

正　
　

木

産
業
建
設

北ほ
う　

條
じ
ょ
う　

重し
げ　

治は
る

２

家　
　

串

文　
　

教

那な　

須す　

芳よ
し　

人と

２

油　
　

袋

総　
　

務

篠し
の　

田だ　

美よ
し　

登の
り

２

中　
　

川

総　
　

務

増ま
す　

元も
と　

久ひ
さ　

男お

２

柏　
　

崎

厚　
　

生
（
委
員
長
）

脇わ
き　

田だ　

達た
つ　

矢や

２

柏

総　
　

務

山や
ま　

口ぐ
ち　

修
し
ゅ
う　

兒じ

２

一　
本　
松

文　
　

教

松ま
つ　

本も
と　

明あ
き　

義よ
し

２

柏　
　

崎

文　
　

教

赤あ
か　

松ま
つ　

厚あ
つ　

志し

２

広　
　

見

厚
生
・
農
業
委
員

愛南町議会議員名簿

初
代 

正
・
副
議
長 

決
ま
る

　

10
月
13
日
㈬
、
14
日
㈭
の
２
日
間
、
第

１
回
愛
南
町
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
選
挙
の
他
、
各
常
任
委
員
・

議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
２
１
４
件
の
条
例
制
定
」
他
、

21
件
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
廣
町
長
職
務
執
行
者
が
『
住
民
の

副議長

伊
い

勢
せ

　福
ふく

雄
お

議　長

大
おお

西
にし

　健
けん

夫
お

代
表
者
で
あ
る
皆
様
方
の
決
し
て
利
害
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
前
向
き
な
議
論

を
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、「
愛
南

町
」
が
立
派
に
ひ
と
り
立
ち
す
る
ま
で
の

間
、
ど
う
か
そ
の
使
命
と
責
任
を
存
分
に

果
た
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
』
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

議会だより

（10月14日現在　議席順）
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ふ
り
が
な

氏　
　

名

当
選
回
数

現
住
所

役
職
名

平ひ
ら　

野の　

三み
つ　

男お

２

福　
　

浦

産
業
建
設
（
委
員
長
）

岩い
わ　

村む
ら　

一か
ず　

義よ
し

２

小　
　

山

総　
　

務

芝し
ば　
　
　
　
　

真
ま
こ
と

２

満　
　

倉

総　
　

務

飯い
い　

田だ　

利と
し　

久ひ
さ

２

城　
辺　
甲

産
業
建
設

増ま
す　

﨑ざ
き　

淳
じ
ゅ
ん　

子こ

２

緑　
　

乙

厚　
　

生

西に
し　

田だ　

博ひ
ろ　

文ふ
み

２

城　
辺　
乙

総　
　

務

齋さ
い　

藤と
う　

武た
け　

俊と
し

２

御
荘
平
城

総　
　

務

尾お　

﨑ざ
き　

春は
る　

夫お

２

御
荘
平
城

厚　
　

生

金か
な　

澤ざ
わ　
　
　

卓
た
か
し

２

蓮　
乗　
寺

産
業
建
設

畑は
た　

田だ　

藤と
う

志し

郎ろ
う

２

城　
辺　
甲

文
教
・
議
員
運
営
委

員
長
・
農
業
委
員

田た　

口ぐ
ち　
　
　

勝
ま
さ
る

２

緑　
　

乙

総　
　

務

久く　

能の
う　

善よ
し　

紹つ
ぐ

２

御
荘
平
城

総　
　

務

楠く
す　

島し
ま　

壽じ
ゅ　

郎ろ
う

２

城　
辺　
甲

厚　
　

生

藤ふ
じ　

井い　

吟ぎ
ん

一い
ち

郎ろ
う

３

須　
ノ　
川

総
務
・
農
業
委
員

寳た
か
ら
　

田だ　

安や
す　

茂し
げ

３

増　
　

田

文
教
（
副
委
員
長
）

小こ　

谷た
に　
　
　

泉
い
ず
み

３

小　
成　
川

厚　
　

生

中な
か　

尾お　

一か
ず　

州く
に

３

御
荘
長
洲

厚　
　

生

大お
お　

瀧た
き　
　
　

勝
ま
さ
る

３

御
荘
和
口

厚　
　

生

山や
ま　

﨑ざ
き　

哲て
つ　

也や

３

僧　
　

都

産
業
建
設

小お　

田だ　

秀ひ
で　

夫お

３

魚　
神　
山

厚　
　

生

田た　

原は
ら　

嘉よ
し　

照あ
き

３

城　
辺　
甲

文　
　

教

濵は
ま　

田だ　
　
　

博
ひ
ろ
し

３

深　
　

浦

文　
　

教

吉よ
し　

村む
ら　

直な
お　

城き

４

中　
　

川

厚　
　

生

大お
お　

西に
し　

健け
ん　

夫お

４

上　
大　
道

厚　
　

生
（
議　

長
）

ふ
り
が
な

氏　
　

名

当
選
回
数

現
住
所

役
職
名

土ど　

居い　

尚な
お　

行ゆ
き

４

広　
　

見

総　
　

務
（
委
員
長
）

小お　

川が
わ　

秀
し
ゅ
う　

一い
ち

４

小　
成　
川

文　
　

教

西に
し　

口ぐ
ち　
　
　

孝
た
か
し

４

中　
　

川

産
業
建
設

伊い　

勢せ　

福ふ
く　

雄お

４

油　
　

袋

産
業
建
設
（
副
議
長
）

竹た
け　

田だ　

清き
よ　

展の
ぶ

４

武　
者　
泊

厚　
　

生

越お

智ち

田だ　

健け
ん　

一い
ち

４

樫　
　

月

厚　
　

生

間ま　

口ぐ
ち　

弘ひ
ろ　

茂し
げ

４

深　
　

浦

産
業
建
設

宮み
や　

下し
た　

富ふ

喜き

男お

４

御
荘
平
城

厚
生
・
議
会
運
営
副
委
員
長

中な
か　

川が
わ　

吉よ
し　

正ま
さ

４

御
荘
長
月

文　
　

教
（
委
員
長
）

太お
お　

田た　

憲の
り　

男お

５

増　
　

田

産
業
建
設

吉よ
し　

田だ　

俊と
し　

廣ひ
ろ

５

中　
　

泊

総　
　

務

濵は
ま　

田だ　

功あ
つ　

義よ
し

５

内　
　

泊

産
業
建
設

山や
ま　

本も
と　
　
　

亨
と
お
る

５

正　
　

木

文　
　

教

大お
お　

石い
し　

輝て
る　

夫お

５

魚　
神　
山

産
業
建
設

谷た
に　

口ぐ
ち　
　
　

直
た
だ
し

５

福　
　

浦

文　
　

教

渡わ
た　

辺な
べ　

敏と
し　

行ゆ
き

５

御
荘
長
洲

産
業
建
設
・
農
業
委
員

佐さ

々さ

木き　

紀の
り　

元も
と

５

御
荘
平
城

産
業
建
設

松ま
つ　

岡お
か　

倶と
も　

雄お

５

御
荘
平
城

総　
　

務

濵は
ま　

田だ　

博ひ
ろ　

文ふ
み

６

船　
　

越

総　
　

務

實さ
ね　

好よ
し　
　
　

諄
じ
ゅ
ん

６

城　
辺　
乙

厚　
　

生

濵は
ま　

見み　

有く
に　

康や
す

７

久　
　

良

総　
　

務

大お
お　

峰み
ね　

久ひ
さ　

人と

７

御
荘
長
月

総　
　

務

寺て
ら　

岡お
か　

梅う
め　

吉き
ち

７

柏

厚　
　

生

清し　

水み
ず　

弘ひ
ろ　

通み
ち

８

中　
　

浦

文　
　

教

山や
ま　

下し
た　

　
　

荒
す
さ
む

11

下　
久　
家

厚　
　

生

就　

任

教
育
長

　

中
村　

哲
也

篠
山
小
中
学
校
組
合
教
育
長

　

森
岡　

知
昭

　

10
月
１
日
㈮
、
愛
南
町
役
場
３

階
理
事
者
控
室
で
行
わ
れ
た
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
長
に
中

村
哲
也
氏
（
柏
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
森
岡

知
昭
氏
（
満
倉
）
が
篠
山
小
中
学

校
組
合
教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

各
委
員
の
在
任
期
間
は
、
町
長

選
挙
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
議
会

の
会
期
の
末
日
ま
で
で
す
。

氏　名 住　所 備　考

中村　哲也 柏 教育長

増田　賢治 御荘平城

安岡　文雄 深　浦 委員長

森岡　知昭 満　倉 篠山小中学校
組合教育長

吉田　哲也 中　泊 委員長
職務代理者
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吉田俊一郎
局長

中川健一
課長

本多正登
課長

濵田庄司
室長

坂尾英治
主幹

田原博人
主幹監査事務局

会　計　課 助役室
住
民
相
談
室

町長室収入役

税　務　課
町　民　課

書庫

人
権
対
策
係

総　務　課
広報広聴室

レセプト係

130

142

146 147 148

149 154

155 156 157

152

15１
150 160

161

153

17０

171

144

143

145

120

121

122 110 100

140

141

本
間

山
田
補
佐

木
村
補
佐

木
原
荘
二
室
長

池
田
嘉

田
中
俊

山
下
公

土
居
道
博
課
長

小
澤四

鹿
二
神
裕

光
村

濵
田
由

寿
川

武
田
藤
森

宮
崎
茂

前
田
和

前
田
美
保

浅海宏

高木 山本裕

本田補佐 吉田都

織田香 藤本光

益田

梶田 尾﨑弘

川本

職務執行者

　中田　廣

倉本

中田旬

山本正

小
埜
山

山
本
光

入　口

西村信男
室長

児島秀之
主幹 棟田欽也課長

橋岡済隆
課長

竹田武久
室長

竹田文明
課長

宮城辰彦
室長

情報電算管理室

企画財政課

合併調整室

男女参画室

財産管理課

総　務　課

建　設　課

250

252

243

240 230

231

２２２

２２１

２２０
２００

211

206

205 204
202

203

262

263

260

261

210

242

241

251

清
水
貴

西
口
昌

大
間
知

吉
田
直

倉
野

尾
﨑
誠

清
家
康

織
田
浩

坂
本
功

補
佐

山
口
秀

伊
田

立
花

村
田
和
田

宮
本
本
多
幸

守
口

小
松
一

宮脇

高橋裕

近平

近田正

金繁

砂田 宮下勝

岡本

桑
原
真

土
居

嘉
喜
山
補
佐

草
木
原
由
幸
主
幹

橋
岡
仁
志
課
長

大
峰

清
家
寛

濵清
水
雅

飯
田

皆さん！
気軽にお越しください

本庁配置図

１Ｆ

☎ 72 － 1211　FAX72 － 1214

２Ｆ
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議会事務局

水　道　課

簡易水道係

上水道係

議会図書室

議員ロッカー室

コピー等

理事者控室

和室会議室

議
員
控
室301

310

340

350

吉
田
か

増
田

大西卓夫局長

三浦　弘課長

大西健夫議長 伊勢福雄副議長

302

300

環境衛生課 水　産　課 農　林　課 農業委員会

上埜補佐

高田義隆
課長 中村維伯

主幹
清家久雄
課長

浅井　通
主幹

田中啓一郎
課長

吉
田
正

安
岡

河
野
栄

福
原

坂
本
一

宮
下
留

早
川

吉
田
潤

二
神
志

池
田
洋

入
江

畑
田

田
村
智

本
多
拓

大
森
安

藤
井

大
戸
太
事
務
局
長

岡崎

土居純 金繁由

吉
村
克

井
場
木

中
道

521 520511

501

500

502

503

514

540

512

513

522

523

530

510

小
西
隆

大
下
補
佐

川
村
洋

楠
葉
修

有
田
正

桑
原
康

前
田
政
鱒
修

吉
田
忠

小
笠
原

坂
本
涼

蕨
岡
務

入　口

入　口

入口入口

入
口

城辺社会福祉会館配置図

３Ｆ

１Ｆ

☎ 72 － 1211　FAX72 － 1214

水道課配置図
☎ 72 － 0835　FAX72 － 0924
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住民課

地域整備課

食　堂

ロ
ビ
ー

まちづくり振興課 庶　務　課

トイレ
書　庫

待合室

中川扶身人
課長

浜
田
晶

楠
木
宇

補
佐

小川

大
西
聖

補
佐

北
原

松
崎

河端

宮下満

伊勢

石河　浩
課長

松
本
補
佐

尾
川
勝

好
岡
英

尾﨑　健
課長

中
尾
滋

補
佐

岡
下

山
田
し

石川芳洋
支所長

村上

谷上補佐小島

片山

トイレ

トイレ

入　口

入
口

入　口

入　口

保健福祉課長兼
内海高齢者生活福祉センター所長

吉田　勲

商
工
観
光
課

会館係

図書室

橋岡政文
課長

吉
本

藤
村
補
佐

山
下
裕

濵
田
雅

田下

550

560

570

551

会議室

580

保
健
福
祉
課

内海保健センター
配置図

１Ｆ

２Ｆ

内海支所
配置図

２Ｆ

☎ 85 － 0311
FAX85 － 0914

☎ 85 － 0888
FAX85 － 0680
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庶　務　課

保健福祉課

まちづくり振興課 地域整備課

住　民　課

相　

談　

室JA職員

尾川美

岡
田
憲

補
佐

吉
田
久

久
徳

中
田
章

井手勇司
支所長

中
井

湯
浅
良

岸
本
補
佐

松
本
睦

濱
田
和

増金悦夫
課長

浦
川
宙

上
田

吉
田
ナ

西
田
智

吉
村
明

木網玄樹
課長

池
田
恵

中
川
菊

宮
城
美

田
村
弘

井
上
補
佐

尾
崎
年

吉田卓也
課長

前
田
麻

土
居
き

補
佐

高木正夫
課長

社会教育課

電算室

教育長室

会議室 第１会議室

学校教育課

都
築

石
崎

澤
近

埜々下正男
課長

藤
田

篠
田

岡和三郎
課長

文化スポーツ振興課

文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

山
岡
補
佐

近
田
幸

尾
上

猪
野

本
多
か

山
下
初

高橋純一
課長

田
中
俊
二

補
佐

１４５

入　口

入　口

入
口

入口

入
口

入
口

入
口

赤
岡
補
佐

山
口
俊

補
佐

浅
海松

田
恵

松
本
仁

篠
山
小
中
学
校
組
合

　

森
岡
知
昭

教
育
長

　

中
村
哲
也

御荘支所配置図

１Ｆ

２Ｆ

御荘文化センター配置図

☎ 72 － 1111
FAX72 － 3282

☎ 73 － 1111
FAX73 － 1113

教育委員会
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保健センター

庶務課

まちづくり
振興課

地域整備課 住民課

福　祉　課

書庫

健
康
増
進
課

高齢者対策課

在宅介護支援センター

蓮
田
修

荒
谷
補
佐

濵
見

尾崎　弘
課長

廉
谷
加
洲

高
江
補
佐

谷
岡

濱本正恵
課長

山
下
真

池
田
志

岡田庄吉
課長

保健福祉課介護支援センター

二
神
嘉

佐
々
木

和田俊之
所長

越
智
田

岡
田
恵

岩
井

大
西
義

藤田勝直
課長

竹
場

新
谷
麻

蓮
田
恵

西
田
昌

西
口
源

岡田敏弘
課長

中
川
補
佐

浦
崎

川
畑

長
田
補
佐

651 662

650 660 670

671 ６８０

６９０

６９１

６８１ ６８２ ６８３ ６８４

672

661
坂
本
補
佐

土幡

山口一

幸田 濵名

岸田補佐 清水育 清水洋

前田美幸 佐竹

小畑 荒地

吉
田
光
男

所
長

本多清 遠近

トイレ

田村美

釣井

山
口
つ

山本和 湯浅補佐

保
健
福
祉
課
長
兼

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　　　　

松
田
雅
博

宮岡秀幸
所長

増金 長田

上田 大
森
敏
生

支
所
長

尾
田
正
幸

課
長

入　口 入　口 入　口

入口

入　口

入　口

楠
葉
節

大
鑿

小
林
補
佐

尾
﨑
補
佐

城辺保健福祉センター配置図

一本松支所配置図

一本松保健センター配置図

☎ 72 － 1212　FAX72 － 1215

☎ 84 － 2211　FAX84 － 3321

☎ 84 － 1251　FAX70 － 2166
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庶務課

書庫

応接室

地域整備課

保健福祉課

書庫

木
村
真

西
田
季

清
水
芳

中
田
ハ

坂
本
涼

竹
田
三

長
田
亜

好
岡
美

山下啓介
支所長

保健福祉課長兼
西海保健福祉センター所長
藤田正斗

住民課

山
下
知

山
本
恵

那須英治
課長

まちづくり振興課

収入役室

出納室 住民相談室

小
栗

吉
田
修

沖野満直
課長

小
堀
補
佐

楠葉哲

垣本補佐

藤本吉 池田力補佐

楠
木
憲
一

課
長

入　口

入　口

森
口
補
佐

畔
地
補
佐

西海支所配置図

西海保健福祉センター
配置図

☎ 82 － 1111　FAX82 － 1110

☎ 82 － 0033
FAX82 － 0020

紙面の都合上、その他の公共

施設につきましては、掲載で

きませんでしたので、ご迷惑

をお掛けいたしますが、詳し

くは、直接各施設にお問い合

せください。
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 10／９（土）～13（水）

 まなびピア愛媛2004へ愛南町も参加
 10／10（日）

 第6回いちご祭

　施設利用者の保護者や地域との交流を深める中
で、利用者の社会参加を図ろうと、恒例のいちご祭
が行われ、700人が様々な催しに参加しました。
　当日は、各種バザーなど100人のボランティアが
祭りを盛り上げました。

　県内の 6市を拠点に、第16回全国生涯学習フェ
スティバルまなびピア愛媛 2004が開催され、松山
市のアイテムえひめに、貝殻細工の体験コーナーや
愛南町の紹介ビデオを出展しました。美しい貝殻を
使った体験コーナーは、連日途切れることなく人が
訪れ、愛南町の出展ブースは、大好評でした。

 10／９（土）

 どろんこサッカー大会写真コンテスト
 10／21（木）

 ふるさと学習 －平城小－

　平城小では、3年生の国語科の学
習活動の中で、おじいさんやおばあ
さんから、「平和を願う気持ちや生命
の尊さを強く感じる心」を学ぼうと、
橋本憲之さん（深浦）他 4名の方から、
ベーゴマ遊びの楽しさや戦争の悲惨
さを聞き、子供たちにとっては心に
残る授業となりました。

　当日は、原田政幸（二
科会写真部会員）・犬飼
恵俊さんが審査し、次の
作品が入賞されました。
他にも佳作 6点、フレッ
シュ一本松賞 1点が選ば
れました。

賞 氏　名 住所 賞 氏　名 住所

最優秀 城戸　隆行 広 見 町

入　選

森　　敏弘 中 村 市

優　秀 楠　　友宏 宇和島市 井上　　教 吉 田 町

特　選
山下金太郎 津 島 町 岡村　恭子 宿 毛 市

濱本　秀雄 愛 南 町 西内　邦彦 土 佐 市

入　選

萩本たか子 宿 毛 市 野平　弘箕 愛 南 町

千葉　　洋 大 方 町 岡田　則子 津 島 町

野口　　務 宿 毛 市 大西善和一 奈 良 県

まちは舞台、主役はあなた

〈最優秀賞～入選のみ〉

 10／16（土）

 花づくりボランティア、四国大会で交流
　四国４県と国土交通省で進めている国道植樹帯花壇を花いっぱ
いにしようと活動しているボランティア団体が、大洲市に集い、
今年で３回目となる「ふれあい四国路 2004 in愛媛」が開催され、
約 1,000人のボランティアが交流しました。
　本町からは、一本松中学校、南宇和高校が愛媛県代表として発
表を行う一方、花と夢咲く県境の町推進委員会・城辺中学校・南
宇和福祉リサイクル活動・ハンドインハンド南宇和（NPO法人）
の団体が参加しました。

きれいにできたでしょう

わ～！できたよ！

発表する一本松中学校
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祭
ま
つ
り

囃ば

や

子し

の
向
こ
う
側

町
内
各
地
に
残
る
伝
統
芸
能
を
支
え

る
住
民
の
方
々
の
よ
う
に
、
大
人
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
時
に
は
厳
し
く
、

で
も
温
も
り
の
あ
る
人
情
豊
か
な
地

域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

城
辺
中
組
の
唐
獅
子

　
「
中
組
唐
獅
子
」
は
、
嘉
永
年

間
（
江
戸
時
代
後
期
）
か
ら
伝
わ

る
も
の
で
、
お
よ
そ
１
５
０
年
の

歴
史
が
あ
り
、
愛
南
町
の
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
で
は
、
地
元
有
志
の
熱

意
に
よ
り
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、

１
カ
月
前
か
ら
の
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で
、
毎
晩
熱
心
な
指
導
の

も
と
、
祭
り
の
本
番
に
向
け
た
子

ど
も
た
ち
の
真
剣
な
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

家
串
の
荒
獅
子

　

家
串
の
荒
獅
子
は
、
天
正
年
間

に
家
串
地
区
を
発
展
さ
せ
た
長
曽

我
部
氏
の
重
臣
・
吉
良
親
貞
一
族

に
よ
り
、
大
漁
・
豊
作
の
祭
礼
行

事
と
し
て
、
行
わ
れ
て
き
た
も
の

と
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
で
は
、
秋
祭
り
本
番
に

備
え
て
、
１
カ
月
前
か
ら
若
宮
神

社
で
、
毎
晩
８
時
頃
か
ら
１
時
間

半
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

福
浦
の
三さ
ん

番ば

叟そ
う

　

１
６
０
年
も
前
か
ら
豊
漁
の
祝

い
と
し
て
演
じ
ら
れ
、
若
宮
神
社

の
祭
礼
で
子
供
た
ち
が
踊
っ
て
き

た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
毎
年
、

子
供
た
ち
に
祭
り
の
意
義
や
踊
り

の
い
わ
れ
を
説
明
し
な
が
ら
指
導

が
行
わ
れ
、
町
を
代
表
す
る
伝
統

芸
能
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。
毎
晩
の
よ
う
に
竹
田
寿す

珠ず

香か

さ
ん
（
福
浦
）
に
よ
る
熱
心
な

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

御
荘
平
城
の
五
鹿
踊
り

　

約
70
年
前
に
御
荘
平
城
地
区
の

青
年
団
が
秋
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
始
め
た
踊
り
で
、
当
時
は
、

遠
方
よ
り
指
導
者
を
招
き
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
馬
場
同
志
会
（
会
員

17
名
）
が
当
地
区
の
依
頼
を
受
け
、

毎
年
10
月
か
ら
１
カ
月
間
、
日
曜

日
以
外
の
毎
夜
７
時
か
ら
９
時
ま

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

広
見
の
六
つ
鹿
踊
り

　

広
見
地
区
の
向
山
・
奈
呂
常
会

で
は
、
六
つ
鹿
踊
り
、
岡
駄
馬
・

駄
馬
常
会
が
唐
獅
子
、
弓
張
、
古

宅
常
会
が
牛
鬼
と
い
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
い
伝
統
芸
能
を
伝

え
て
い
ま
す
。
広
見
の
六
つ
鹿
踊

り
は
、
２
常
会
か
ら
３
名
ず
つ
の

祭
り
当
番
が
で
て
、
計
６
名
の
方

が
子
ど
も
た
ち
に
、
日
曜
日
を
除

く
毎
晩
、
熱
心
な
指
導
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
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平
成
13
年
３
月
「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

第
１
号
、
11
月
に
は
「
♪
は
〜
も
に
〜
」
と

な
り
「
南
郡
は
一
つ
」「
主
役
は
住
民
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
、
平
成
16
年
９
月
最

終
号
ま
で
、
色
々
な
こ
と
が
掲
載
さ
れ
、
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
昔
の
人

（
先
人
）
の
見
識
の
込
め
ら
れ
た
こ
の
南
予

の
地
に
生
ま
れ
育
ち
感
激
も
ひ
と
し
お
で
あ

り
、
た
と
え
一
世
紀
も
前
の
人
の
姿
や
形
は

消
え
て
も
、
今
な
お
私
の
心
の
底
に
は
、
数

多
く
の
ふ
る

さ
と
へ
の
思

い
出
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

今
、
生
涯

で
想
像
も
し

て
い
な
か
っ

た
「
町
村
合

併
」
と
の
出

会
い
に
、
偶

然
と
は
思
え

な
い
因
縁
の

よ
う
な
も
の

を
感
じ
ま
す
。

　

老
人
ば
か

り
に
な
っ
た

現
在
だ
か
ら

こ
そ
、
余
計
に

「
今
日
ま
で
私

た
ち
の
大
切

な
南
郡
を
み

ん
な
で
育
て

て
き
ま
し
た
よ
！
」
と
、
愛
南
町
に
つ
な
げ

た
く
、
つ
た
な
い
者
で
す
が
、
気
持
ち
の
走

る
ま
ま
に
綴
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
、「
愛
南
町

章
募
集
」の
折
に
も
応
募
を
し
ま
し
た
。（
笑

い
〜
。）

　

真
剣
に
町
村
の
こ
と
を
考
え
て
、
県
内
最

初
に
法
定
の
「
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
た

素
早
さ
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
今
日
の
「
愛

南
町
誕
生
」
に
あ
た
り
、「
仕
事
は
決
し
て

能
率
で
は
な
い
中
身
だ
！
」
と
読
ん
だ
胸
に

残
る
言
葉
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
愛
南
町
に
、「
夢
や
希
望
、
安

心
ま
で
も
」
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
四

国
南
予
に
文
化
、
文
明
が
走
っ
た
。
特
に
、

内
泊
は
仏
教
文
化
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
と
聞
い

て
育
ち
ま
し
た
。
明
治
２
年
に
、「
学
制
」

が
し
か
れ
て
も
、
郡
内
に
一
つ
の
学
校
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
６
年
に
な
っ
て
、

郡
内
に
始
め
て
の
学
校
「
御
荘
組
学
校
」
が

「
平
城
村
」
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
学
科
は
、

「
読
書
、
習
字
、
算
術
」
の
３
科
目
で
、
い

ま
ま
で
の
寺
小
屋
の
一
歩
前
進
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
城
辺
村
も
、
も
ち
ろ
ん
郡
内

有
志
の
子
供
達
が
た
く
さ
ん
通
学
し
た
（
西

海
町
誌
記
述
）
と
あ
り
ま
す
。
明
治
８
年
に

小
学
校
区
を
定
め
て
校
区
に
必
ず
一
校
と
の

こ
と
で「
船
越
学
校（
享
誠
）、内
泊
学
校（
観

誠
）、
樽
見
学
校
（
英
明
）、
福
浦
学
校
（
明

誠
）」
が
で
き
る
。

　

そ
の
頃
、
進
ん
で
「
学
校
を
造
る
必
要
」

を
説
い
て
廻
っ
た
「
世
話
人
」
の
偉
大
さ
が

伺
わ
れ
て
感
激
で
し
た
。
と
平
成
14
年
３
月

「
南
予
の
文
化
」（
№ 
21
号
）
に
寄
稿
し
ま
し

た
。

　

今
日
の
愛
南
町
誕
生
に
思
い
が
重
な
り
、

感
慨
深
い
も
の
で
す
。「
あ
い
な
ん
創
刊
号
」

で
適
材
適
所
の
人
事
も
分
か
り
、
こ
れ
か
ら

の
愛
南
町
を
楽
し
み
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
我
々
町
民
も
、
寄
り
添
っ
て
（
皆
で
心

を
一
つ
に
し
て
）
温
暖
な
南
予
の
気
候
と
風

土
そ
の
ま
ま
の
「
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く

り
」
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
16
年
10
月
５
日

内
泊　

黒
岩
芳
美
（
76
才
）

こ
ん
に
ち
は
、
愛
南
町

一
、 

お
笹さ
さ

の
山
を
仰あ
お

ぎ
つ
つ

　
　
　

す
そ
野
に
ひ
ろ
が
る
僧そ
う

都ず

川か
わ

　
　

水
は
乾
れ
て
も　

想
い
は
熱
く

　
　
　

町（

南

宇

和

）

村
合
併
に　

つ
な
が
る
し
あ
わ
せ

二
、 

世よ

の
発ひ

展ろ

が
り
に
あ
わ
せ
つ
つ

　
　
　

御
荘
・
城
辺
・
一
本
松

　
　

内
海
・
西
海
の
端
ま
で
も

　
　
　

見
つ
め
て　

翔は
ば

た
く
愛
南
町

平成16年10月１日～12月31日

赤い羽根募金
共同募金

共同募金会愛南町支会

みなさんの
ご協力を
お願い

いたします。

黒岩　芳美さん
（内泊）
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第
38
回

南
宇
和
郡
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

―
 

大
会
結
果 ―

10／10・11

種　　目
団　　　　　　体 個　　　　　　　　　人

１　位 ２　位 決勝戦記録 上位入賞者

軟 式 野 球 内　海 一本松 ４－３

サ ッ カ ー 御　荘 城　辺 ２勝

ソフトボール 女 御　荘 不戦勝

バレーボール
男 御荘・内海連合 不戦勝

女 一本松 内　海 ２－０

剣 道

男 城　辺 一本松 ４－１
１　山口　勇気（篠山）
２　有田　太一（城辺）
３　後田　和範（城辺）

女 城　辺 一本松 ５－０
１　秋場　咲耶（城辺）
２　河田　百恵（城辺）
３　松田　朱里（城辺）

卓 球

男 内　海 御　荘 ２勝

（シングルス）
１　酒井　彦行（内海）
２　山口　卓人（内海）
３　松本　勝兵（内海）
３　岩上　　翔（僧都）

（ダブルス）
１　河野勢悟・吉村　樹

（内海）
２　河野翔太・吉良　忍

（内海）
３　尾崎俊章・若松恭平

（御荘）

女 内　海 中　浦 ３－０

（シングルス）
１　大場江里奈（僧都）
２　鎌田　留実（内海）
３　大戸　稚子（中浦）
３　今川　　笑（中浦）

（ダブルス）
１　坪内美耶・麥田周江

（内海）
２　中村真理子・酒井麻矢

（内海）
３　釣井愛理・埜下紗恵子

（中浦）

ソフトテニス

男 篠　山 城　辺 ２勝

１　増田　玲往・河野　雄希（御荘）
２　石田　直也・谷口　博章（篠山）
３　楠葉　浩晃・西口　和希（城辺）
３　凝地　克典・澤近　孝徳（城辺）

女 一本松 城　辺 ２勝

１　宮本　理加・山﨑　李紗（一本松）
２　宮本早央里・清水　彩加（御荘）
３　澤近　莉子・尾田美紀子（城辺）
３　清水　友貴・中尾　　圭（一本松）

相 撲 男 御　荘 不戦勝

大会結果は下記のとおりです

　

天
候
不
順
に
よ
り
危
ぶ
ま
れ
た

大
会
も
、
各
試
合
会
場
で
子
ど
も

た
ち
の
必
死
な
プ
レ
ー
に
大
き
な

声
援
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
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７
年
前
の
事
で
す
。
私
は
競
歩

選
手
と
し
て
メ
キ
シ
コ
に
武
者
修

行
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
メ
キ
シ
コ
は
競
歩
の
盛
ん
な

国
で
、
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ク
シ
ン
グ

と
並
び
、
競
歩
が
国
民
的
人
気
ス

ポ
ー
ツ
。
当
時
私
が
滞
在
し
て
い

た
、
首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
に

あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
世
界
各
地
か
ら
様
々

な
競
技
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
ま
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
い
わ
ば
〝
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

基
地
〞
。
そ
こ
で
の
生
活
は
大
変

刺
激
的
な
も
の
で
し
た
が
、
私
が

最
も
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
一
流

選
手
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

よ
り
も
、
現
地
の
人
々
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
考
え
方
、取
り
組
み
、

そ
し
て
何
よ
り
も
〝
楽
し
み
方
〞

が
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
ま
っ
た

く
違
う
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
そ

ん
な
驚
き
い
っ
ぱ
い
の
メ
キ
シ
コ

の
ス
ポ
ー
ツ
事
情
を
ち
ょ
っ
と
紹

介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
が
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
早
朝
か

ら
た
く
さ
ん
の
地
元
の
人
々
が
集

ま
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
に
ボ
ク
シ

ン
グ
・
・
・
様
々
な
種
目
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
、子
供
か
ら
お
年
寄
り
、

一
流
の
競
技
選
手
か
ら
趣
味
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
ま
で
、
と
に

か
く
幅
広
い
人
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
は
学
校
単
位
で
、
ま
た
は

子
供
同
士
、
大
人
同
士
と
世
代
が

分
か
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

が
普
通
で
、
見
た
こ
と
が
な
い
こ

の
よ
う
な
光
景
は
と
て
も
不
思
議

で
し
た
が
、
世
代
を
こ
え
て
子
供

か
ら
大
人
ま
で
、
一
緒
に
体
を
動

か
し
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
大
変
印

象
的
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
時
々
一
緒

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
て

顔
見
知
り
に
な
っ
た
13
歳
の
男

の
子
が
、
い
つ
も
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
ボ

ク
シ
ン
グ
の
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
そ

う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま

し
た
。
日
本
で
は
子
供
の
こ
ろ
か

ら
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
専
念

す
る
の
が
普
通
で
す
よ
ね
。
不
思

議
に
思
い
、
翌
日
彼
に
聞
い
て
み

る
と
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
他
に

サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
も
や
る
ん
だ

よ
。
い
つ
で
も
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
を
自
由
に
楽
し
ん
で
、
た
く
さ

ん
の
仲
間
を
作
る
、
そ
れ
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
来
る
楽
し
み
さ
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
学
校

の
部
活
動
な
ど
で
は
、
ど
う
し
て

も
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
固
定
化

さ
れ
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
彼

ら
の
よ
う
に
気
軽
に
い
ろ
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
場
所
が
日
本

に
も
あ
れ
ば
と
大
変
う
ら
や
ま
し

く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
メ
キ
シ
コ
で
の
現
状

を
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
海
外
の

多
く
の
国
で
も
同
じ
よ
う
な
ス
タ

イ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
元
の
既
存

の
施
設
を
使
い
、
誰
も
が
自
由
に

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
交

流
を
楽
し
む
仕
組
み
を
〝
地
域
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〞
と
い

い
、
現
在
、
我
が
国
で
も
そ
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
の
人
々

が
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
集

ま
り
、
体
を
動
か
し
汗
を
か
く
こ

と
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
い
て
行
く
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
〝
明
る
く
元

Enjoy Sports

気
な
ま
ち
づ
く
り
〞
で
す
。
み
な

さ
ん
の
町
で
も
世
代
を
越
え
て
、

子
供
も
大
人
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

新
し
い
町
が
も
っ

と
も
っ
と
明
る
く
元
気
に
活
力
あ

ふ
れ
る
町
に
な
る
と
思
い
ま
す

よ
！

「南愛媛第一風力発電事業計画」
に係る『環境影響評価書案』の
縦覧

　本町および北宇和郡津島町で、太
陽産業㈱が計画する「南愛媛第一風
力発電事業計画」について、環境影
響評価の結果を記載した『環境影響
評価書案』が閲覧できます。

●縦覧場所

　本庁企画財政課（城辺甲 2420）
　☎ 72 － 1211

●縦覧期間

　11月９日㈫～ 12月８日㈬
　午前８時 30分～午後５時 15分
　（土・日曜日、祝日は除く）

講師の忠政啓文さん（松山市在住）

自分のペースで

役場からのお知らせ
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役場からのお知らせ

11月11日～12月10日「差別をなくする強調月間」
　愛媛県では、同和問題をはじめとするあらゆる差別の解消のため、世界人権デーである 12月 10日までの 1か
月間を「差別をなくする強調月間」、12月４日～ 12月 10日までを「人権週間」として設定し、様々な人権啓発
活動が実施されます。
　人権は「人間の尊厳」に基づく最も基本的な権利です。自分自身の権利を他人に侵害されたくないということ
は誰しも思うことです。しかし、侵されたくない人権にもかかわらず、知らず知らずのうちに他人の人権を侵し
てしまうことがあります。「自分の人権」も「他人の人権」も共に大切であることを今一度考えてみる必要があり
ます。

キラキラと輝いて生きている人で、差別する人を見たことがありますか ?
ニコニコと明るい顔をして、差別する人を見たことがありますか ?

差別するときの顔は、普通、みにくくゆがむものです。
差別に開き直る人の顔は、普通、いやらしく暗くなるものです。

なぜでしょうか ?

　それは、差別の起こる仕組みと関係しているからです。
　人間は、毎日の生活を送る中で、「いやなこと」「みじめなこと」に出会います。
　例えば、他人に対する「劣等感（コンプレックス）」や「やきもち（ジェラシー）」などです。
　こんなものが自分の心の中にたくさんたまったらどうしますか。
　「みにくく」「いやらしい」ものが心の中に住みつくことになりませんか。
　そういう人は、自分の中にたまった「みにくく」「いやらしい」ものをはきだすために、誰か特定の人を決めて、
　たまったものを投げつけて解消していくのです。
　誰かに、自分の中にある、この、「みにくく」「いやらしい」ものを投げつけることを『差別』というのです。
　みなさん、“輝いて”生きていきませんか。

（広島県西城町啓発冊子より）

人 権

明日のあなたを考えて・・・年金はあなたが主人公です。
11月６日～11月12日は年金週間です。

年 金

　「いい老後」にちなんで、毎年、11月６日（いいろうご）
から 12日までの一週間は年金週間です。
　国民の一人ひとりが年金を身近で大切なものとして
考え、公的年金制度の意義や役割を正しく認識し、年
金制度に対する理解を深めていただくため『年金週間』
が定められています。
　年金は自分自身の老後の問題と認識して、この機会
に、あなたの、そして家族の年金についてもう一度考
えてみましょう。

　国民年金は、老齢基礎年金だけでなく、万が一

の時の障害基礎年金、遺族基礎年金があり、生涯

に渡ってあなたの生活をサポートする制度です。

　しかし、もし保険料の未納があると、年金額が

少なくなったり、年金が受けられない可能性も出

てきます。

　将来確実に年金を受けていただくためにも、保

険料をきちんと納めましょう。

　納め忘れがなく、安心便利な口座振替をぜひご

利用ください。

総合文化祭
11月20日㈯

　御荘文化センター

　各支部（御荘・城辺・一本松・西海）は、
11月20日㈯、21日㈰に、内海は12月上旬に、
それぞれの文化祭を開催する予定です。

　10月 1日より、プール
使用料は次のとおりとなり
ました。
（一般開放）

　また、各種水泳教室は、
1ヵ月 4,000円でご利用い
ただけます。
　心身の健康のため、より
多くの方々にご利用いただ
きますようお知らせいたし
ます。

御荘B&G海洋センターから

区　分 町内者

高校・一般 300円
中学生以下 200円
幼　　　児 100円

日　時　11月15日（月）
　　　　午前10時～午後３時30分
場　所　城辺商工会館　２階

今月の
社会保険
一日相談
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旧内海村 旧御荘町 旧城辺町 旧一本松町 旧西海町

町 県 民 税 － － － ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期

固 定 資 産 税 － － － ８期分／ 10 期 ８期分／ 10 期

国民健康保険税 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期

介 護 保 険 料 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期 ６期分／ 10 期

保 育 所 保 育 料 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末

下 水 道 使 用 料 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末

11月納税等のお知らせ

口座振替日のお知らせ 督促手数料の取り扱い

❶ 住宅使用料、住宅共益費、駐車場使用
料は、毎月、当月分を月末に振替とな
ります。なお、該当日が休日の場合は、
翌日となります。
❷ 上水道使用料・簡易水道使用料の振替
日は毎月21日、再振替日は翌月10日で
す。
❸ 既に旧町村で口座振替依頼書を提出し
ている方は、新たに提出することなく、
愛南町として処理させていただきま
す。

　これまで旧５町村では、町税（町県民税、固定資産税、国
民健康保険税、軽自動車税）及び介護保険料滞納者への督促
状の発送時期が統一されていませんでしたが、平成16年10
月１日以降、納期到来分からは地方税法（介護保険料につい
ては介護保険法）に基づき期別ごとに督促状を発送すること
とします。
　また、法令どおり１通につき督促手数料80円を徴収いた
します。
町税は納期までに確実に納入しましょう！

～税に関するご質問は
愛南町役場税務課までお問い合わせください。～

☆インフルエンザとかぜの違いは？
　インフルエンザを重症化させないためには、ふつ
うのかぜかインフルエンザかの見極めが大事です。
　思いあたる症状がある場合は、早めに医療機関
で受診しましょう！

☆ インフルエンザを予防するためには？
次のことに気をつけましょう
　　　◆予防接種
　　　◆手洗いとうがいをする
　　　◆十分な栄養と休養をとる
　　　◆人ごみを避ける
　　　◆室内の乾燥に気をつける
　　　◆マスクの着用

☆ 65歳以上の方へ
　65歳以上の方は、11月 1日から１月31日ま
での間、予防接種を１回のみ無料で受けるこ
とができます。
　ご希望の方は、保健センターおよび、各支
所保健福祉課で接種券を発行いたします。
　ご不明な点は下記までお問い合わせくださ
い。
☆ 60歳以上65歳未満の方へ
　心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能又はヒ
ト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を
有する方に接種券を発行いたします。あらか
じめ、各医療機関にお問い合わせください。

　　　　　（お問い合わせ先）

　　　　　　城辺保健福祉センター　☎ 72-1212 

　　　　　　御荘支所　保健福祉課　☎ 72-1111 

　　　　　　一本松保健センター　　☎ 84-1251 

　　　　　　内海保健センター　　　☎ 85-0888 

　　　　　　西海保健福祉センター　☎ 82-0033 

今年もインフルエンザの時期が近づいてきました。みなさんインフルエンザ対策は万全でしょうか？

インフルエンザは、ときとして大流行し、多くの人々の命を奪うこともある恐ろしい病気です。

特に、高齢者や乳幼児は、免疫力が低いため、合併症を引き起こし、重症化しやすいため、注意が必要です。

この冬、インフルエンザに負けないために！

インフルエンザ か　　ぜ

初期症状 悪寒、頭痛
のどの乾燥感
くしゃみ

主な症状
発熱、全身痛
悪寒、倦怠感

鼻水、鼻づまり、
せき

熱 38～40度 微熱

合併症 気管支炎、肺炎等 まれ

役場からのお知らせ
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月　日 曜日 場　　所 受付時間

基本健診等
11月25日 木

魚 神 山 農 協 8：00～11：00
船 越 集 会 所 13：30～14：30

11月26日 金 家 串 農 協 8：00～11：00

腹部エコー
検　　　診

11月８日 月
西海町民会館

７：30～11：0011月９日 火
11月10日 水 中 泊 集 会 所

日 曜 総 合
健　　 診

11月14日 日
城辺保健福祉
セ ン タ ー

8：30～11：30
13：30～14：30

健 康 相 談

11月１日 月 御荘老人福祉センター 10：00～12：00

11月５日 金
左右水集会所 10：00～11：30
猿 鳴 集 会 所 13：30～15：00

11月16日 火 長 月 公 民 館 13：30～15：00

11月17日 水
栄 町 集 会 所 10：00～11：30
和 口 集 会 所 13：30～15：00

11月24日 水
尻 貝 集 会 所 10：00～11：30
中 浦 集 会 所 13：30～15：00

役場からのお知らせ

月　日 曜日 場　　所 受付時間

育 児 相 談

11月１日 月 油袋漁民センター 9：30～10：30
11月２日 火 平 碆 集 会 所 9：30～11：00

11月８日 月
網 代 公 民 館 9：30～10：30
城辺保健福祉センター 13：30～15：30

11月10日 水 一本松保健センター 9：30～11：30
11月22日 月 御荘夢創造館 9：30～11：30

月　日 曜日 場　　所 受付時間

ポ リ オ

11月４日 木 内海保健センター 13：00～13：30

11月11日 木
御荘文化センター 12：30～13：00
西海保健福祉センター 13：30～13：45

11月25日 木 御荘文化センター 12：30～13：00

☆予防接種

☆母子保健事業

☆老成人保健事業

今月の保健事業は、以下のとおりです。
今月の

犬・猫の
引取日は以下のとおりです

10日・17日の水曜日の
ＡＭ8:30～10:00までです

12月の引取日は、

１日・８日・15日・29日の
水曜日のＡＭ8:30～10:00

　上記の時間内に、役場本庁または
各支所まで連れてきてください。
　詳しくは、本庁環境衛生課
〈☎ 72－ 1211内線 502〉または各支
所の地域整備課までお問い合せくだ
さい。

　

平
成
17
年
度
に
保
育
所
へ
入

所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
希
望
の

各
保
育
所
で
「
保
育
所
入
所
申

込
書
」
及
び
「
家
族
の
就
労
状

況
調
査
票
」
を
受
け
取
り
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
16

年
12
月
１
日
㈬
か
ら
平
成
16
年

12
月
10
日
㈮
ま
で
に
入
所
希
望

の
保
育
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

○ 

入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
記

入
し
て
下
さ
い
。

○ 

面
接
は
平
成
17
年
１
月
中
旬

よ
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
日
程
が
決
ま
り
し
だ
い

個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

注
意　

児
童
の
属
す
る
世
帯
員

の
中
に
家
族
で
保
育
で
き
る
状

況
の
方
が
い
れ
ば
、
保
育
所
へ

の
入
所
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

問
合
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
72－

１
２
１
２

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

水道課からの

お知らせ
　水道に関するお問い合せ
は、水道課もしくは各支所（地
域整備課）までお願いいたし
ます。
〈下記の所へご連絡ください〉

愛南町水道課 ☎ 72-0835 
内海支所（地域整備課）

　☎ 85-0311 
御荘支所（地域整備課）

　☎ 72-1111 
一本松支所（地域整備課）

　☎ 84-2211 
西海支所（地域整備課）

　☎ 82-1111

平成16年度分 年末調整事務説明会

会場が以下のとおり変更になりました。

変更前　城辺社会福祉会館３階中ホール

⬇
　　　　 平成16年11月16日㈫13：30～15：30
変更後　御荘文化センター１階ホール
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愛媛県消費生活相談窓口
共通電話番号について

　県では、消費生活に関する相談電話をより利用していただくため、県内
５地方局及び生活センターにおける相談窓口の共通電話番号を設置しまし
た。
１　共通電話番号

　☎ 0570－ 700－ 370
２　受付時間

　土・日曜日、祝日、年末年始を除く日の午前９時～午後４時（正午～午
後１時を除く）
３　その他

　①携帯電話、ＰＨＳからは利用できません。
　② 従来の相談窓口の番号（下記の各相談窓口直通電話番号）は、引続き
御利用できます。

　③ 着信場所までの通話料は発信者のご負担となりますので御了承くださ
い。

【県における消費生活相談窓口】

　各相談窓口共通電話番号 ☎ 0570－ 700－ 370
〔各相談窓口直通電話番号〕
　宇和島地方局くらしの窓口 ☎ 0895－ 25－ 3700
　愛媛県生活センター  ☎ 089－ 925－ 3700

　愛南町では、㈶えひめ農林漁業担い手育成公社（県
公社）が行う農地保有合理化事業を、愛南町「農業経
営基盤強化に関する基本構想」の中で積極的に支援し
ており、町内の農業者や農地持ち非農業者の皆様に事
業の活用を推進しております。
　農地保有合理化事業は、農業をやめたり、経営規模
を縮小することによって放出される農地を、一旦、県
公社が買い入れ又は借り入れてから、この農地を経営
規模の拡大や経営の合理化を図ろうとする農業者に売
り渡したり、貸し付ける事業で、例えば、売買事業では、
売り手に不動産譲渡所得税の大幅な控除（年に 800万
円又は 1500万円）があり、買い手には県公社の農地
保有期間（最長５年間）を活用して自身の農業経営状
況に即した無理のない農地取得ができるなど、又、賃

貸借事業では、地主に対し契約期間の小作料を一括前
払いし、借り受け者には契約期間安心して農業経営が
できるなど、農地の出し手、受け手共に多くのメリッ
とがありますので、県公社事業の活用を是非お奨めし
ます。
　農地保有合理化事業の説明リーフレットを、愛南町
農業委員会事務局並びに各支所まちづくり振興課に用
意しておりますが、詳しくは、各担当者又は県公社へ
直接お問い合せ下さい。

　㈶えひめ農林漁業担い手育成公社

　　☎ 089 － 941 － 2111（内）5526 合理化事業班

　愛南町役場　

　　☎ 0895 － 72 － 1211（内）530 農業委員会

農地の売買、賃貸借を行おうとする皆さんへ！
農地保有合理化事業をご存じですか？

特別暴力相談日の開設

　毎月第２木曜日（午後１時～午後３時）
弁護士、警察官、相談委員が相談に応じて
おります。
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、
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い
な
い
袋
は
、
引
き
取
ら

ず
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
し
て
注

意
喚
起
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
。

引
き
取
ら
れ
な
い
ご
み
袋
が
残
さ

れ
る
と
、
困
る
の
は
結
局
地
域
の

皆
さ
ん
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

分
別
の
し
か
た
や
収
集
日
が
わ
か

ら
な
い
方
は
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
☎
72―

６
９
５
５)

又
は
環
境
衛

生
課
、
各
支
所
の
地
域
整
備
課
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ぽ
い
捨
て
は
犯
罪
で
す

　

人
目
に
つ
き
に
く
い
道
路
沿
い

な
ど
に
捨
て
ら
れ
る
ご
み
は
い
っ

こ
う
に
減
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
荷

づ
く
り
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
へ

捨
て
に
来
た
と
思
わ
れ
る
物
も
あ

り
ま
す
。
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
で
は
「
何
人
も
、

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な

ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
項
は
決
し
て
美
観
を
損
な

う
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
ヒ
ト
の
健
康
・
生
命
を
護
る

と
い
う
立
場
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
を
犯

す
と
、「
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
代
科

学
技
術
が
発
達
す
る
ま
で
の
自
然

界
に
還
る
物
が
ご
み
に
な
っ
た
現

代
と
違
っ
て
、
自
然
に
は
無
い
物

や
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
化
学
物
質
等
が
排
出
さ
れ
る
現

在
で
は
、
ま
さ
に
時
代
の
要
請
と

し
て
生
ま
れ
た
法
律
と
い
え
ま
す
。

　

合
成
化
学
物
質
等
の
危
険
性
は

別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
ま
し

て
、
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物

は
原
則
排
出
者
を
特
定
し
て
回
収

を
求
め
る
の
が
筋
道
で
す
か
ら
、

警
察
の
協
力
の
も
と
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
不
法
投
棄
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先月配布いたしました「愛南町合併ガイドブック」の訂正とお詫び

○Ｐ．37の（税に関する証明と閲覧）の正しい表は以下のとおりです

種　類 手続きに必要なもの 手数料

固定資産税の納税証明

本人が来る場合
・本人の印鑑

本人から委託を受けた人が
来る場合
・委任状
・来る人の印鑑

１件　２００円
課税証明

評価証明 土地・家屋・償却 評価証明と公課証明は土地、家
屋それぞれ３筆（３棟）まで
200 円、４筆（４棟）目からは
１筆（１棟）につき 40 円加算（閲
覧は 200 円）

公課証明

閲覧

その他諸証明

種　類 手続きに必要なもの 手数料

固定資産税の納税証明

本人が来る場合
・本人の印鑑

同居親族が来る場
合
・ 本人と来る人の
印鑑

本人から委託を受
けた人が来る場合
・委任状
・来る人の印鑑

１件　２００円
課税証明

評価証明 土地・家屋・償却
評価証明と公課証明は土地、家
屋それぞれ３筆（３棟）まで
200 円、４筆（４棟）目からは
１筆（１棟）につき 40 円加算（閲
覧は 200 円）

公課証明

閲覧

その他諸証明

車庫証明  来る人の印鑑

（
訂
正
前
）

（
訂
正
後
）

⬇

○Ｐ．17の（愛南町社会福祉協議会）の訂正後の電話番号は以下のとおりです

（訂正前）☎ 70 －２１１７　→　（訂正後）☎ 70 － 2177
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一　般　内　科

文 化 の 日 ３日 松 本
ク リ ニ ッ ク

愛 南 町
一 本 松 ☎84－2001

第 1日曜日 ７日 西 本 病 院 愛 南 町
御荘平城 ☎73－2121

第２日曜日 14日 浜 口 医 院 愛 南 町
城 辺 甲 ☎72－0038

第３日曜日 21日 国 保
一 本 松 病 院

愛 南 町
一 本 松 ☎84－2255

勤労感謝日 23日 岡 沢
ク リ ニ ッ ク

愛 南 町
御荘平城 ☎70－1511

第 4日曜日 28日 福 浦 診 療 所 愛 南 町
福　 浦 ☎83－0510

1．診療時間は午前 9時より午後 4時迄とする。
2．診療科目は内科系の救急患者とする。

救　急　外　科

日 曜・ 祝 祭 日 県 立
南 宇 和 病 院

愛 南 町
城 辺 甲 ☎72－1231

1．診療時間は日曜日午前8時30分より月曜日午前8時30分迄とする。
　2．診療科目は外科系の救急患者とする

１１月の当直医

問合先　　休日当番医案内　☎72－1234

　

広
報
広
聴
室
広
報
編
集
係
で

は
、
行
政
施
策
全
般
に
つ
い
て
、

住
民
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
住
民
の

方
に
と
っ
て
、
身
近
な
ゴ
ミ
等
の

生
活
環
境
問
題
な
ど
、
具
体
的
な

課
題
を
取
り
上
げ
、
住
民
と
行
政

と
が
共
に
、
考
え
て
い
け
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
何
で
も
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

広
報
広
聴
室

☎
72
―
１
２
１
１
（
内
線
１
７
０
）

●
編
集
後
記
●

あ け ぼ の 荘
11月の入浴料半額日（200円）は、以下のとおりです。

10日（水）・19日（金）・30日（火）
　現在、ゆらり内海、山出憩いの里温泉も、入浴料の半額日
の設定を検討していますので、決まり次第お知らせします。
※ 忘年会など、10人以上の団体の方は、無料送迎バスをご利用
いただけますので、ご利用ください。　 　☎ 84－ 3260

西海有料道路の通行券が
さらに安くなります。
改正後の料金は以下のとおりです

購入先及び問合せ先

車　種 改正料金 車　種 改正料金

大 型 Ⅰ ２１０円 大 型 Ⅱ ４９０円

普 通 車 １００円 軽自動車 ６０円

軽 車 両 １０円

旧城辺町の方は、愛南町役場町民課窓口、そ
れ以外の方は、住所地の各支所の住民課窓口
でお求めできます。

住所・本籍・地番の表示が変わりました

　町村合併により、平成 16年 10月１日から住所及び本
籍・地番の枝番の前に付していた「第」が削除されました。
　各種届出等の際にはご注意下さい。
　「例」 （旧）○○町△△１００番地第１

　（新）愛南町△△１００番地１

　詳しくは、本庁町民課住民係へお問い合せください。
☎ 72－ 1211


